
 その他の主要事業 
 

   公園⻄駅周辺⼟地区画整理事業       予算額  17億4,392万2千円（特別会計） 

  （環境配慮型まちづくりを実現するため、宅地造成、道路築造等を⾏います。)    
 

    ⻑湫北保育園新設事業                   予算額  5億5,240万円  
  （定員を266⼈に拡充し、地域で⾒守る保育園の実現のため地域交流サロンを併設します。) 
 

    文化の家整備事業                   予算額      4億5,136万円 
  (利便性の向上及び、⾳響機器の更新等の⼤規模改修を⾏います。) 
 

    愛知⾼速交通株式会社出資⾦        予算額    4億1,700万円 
      (愛知県及び周辺4市とともに経営⽀援を⾏い、 

       初期投資に伴う負担を軽減します。) 
 

    リニモテラス整備事業      予算額    2,565万9千円 
       (リニモ古戦場駅前にリニモテラス公益施設を 

        整備するため、設計を⾏います。） 

 「住み慣れた地域で⻑く安⼼して暮らす」ことを目的とした、地域包括ケアの仕組

みを積極的に構築していきます。そのために、専門職や市⺠を始めとする関係者の交

流を深める環境づくりを進めていきます。また、地域包括ケアシステムの構築に欠か

せない互助機能を強化するため、総合事業の取組を⾏うほか、⼀⼈暮らしの⾼齢者の

方が、毎日の暮らしでのちょっとした困りごとのお手伝いをする、ワンコインサービ

スや地域スマイルポイント事業などを連携させていくことで、健康でいきいきとし

た生活を維持できる環境づくりを進めていきます。  

市⺠の皆さんが安⼼して仕事と家庭の両⽴を⾏うことができるよう⽀援を充実させま

す。新たに⺟親の産後健診の助成を開始し、 医療機関健診をより充実させるとともに、

子どもとその保護者、これから子育てに取り組もうとする方な

どが、子育て施設や地域の子育て⽀援制度等を円滑に利⽤でき

るよう、「子育てコンシェルジュ」を配置し、⽀援の漏れを防

ぎます。さらに、保育の受け皿の拡充として各保育園の新築・

改築を⾏っていくほか、小規模保育事業を推進していきます。 

     

  本市では、市⺠主体の “わずらわしい”まちづくりを目指し、それぞれの政策を具現化し

ていきます。 そのため、市⺠と⾏政、市⺠同⼠をつなぐきっかけとなる環境整備を進めて

いきます。具体的には、市が洞小学校区共生ステーションの整備を⾏うほか、まちづくり

協議会の設⽴に向けて、各小学校区単位での打合せを積極的に⾏っていきます。 また、

元気な⾼齢者を始め、誰もが健康で自分らしくいきいきと暮らし続けられるよう、健康

づくりのきっかけとなり生活習慣病の予防・改善を図ることを目的とした「健康マイレー

ジ事業」や、地域活動・ボランティア活動を始めるきっかけとなる「地域スマイルポイン

ト事業」を市⺠とともに成⻑させていくことで、地域のつながりを強化していきます。  

平成28年度当初予算の要旨 
〜未来へのステップアップ型予算〜 

市⺠⼀⼈ひとりに役割と居場所があるまちづくり 

市⺠主体の “わずらわしい” まちづくり 

  ⻑久手市のまちづくりの指針となる総合計画は、平成30年度に現在の計画期間が終了

します。平成31年度から始まる次期総合計画の策定に向けた作業を新年度から着手します

が、市⺠主体のまちづくりを進めるには、まず計画づくりから市⺠が関わることが不可欠

です。次期総合計画の策定に当たっては、初めから市⺠の方に加わってもらい、「市⺠主

体でつくりあげる総合計画」を策定します。計画づくりは、市⺠の方が⾏政に関⼼を持っ

てもらう良い機会であると考えており、市⺠の方に何名参加してもらうか目標設定を⾏う

など、すべての事業において、多くの市⺠に関わってもらえるようにしていきます。  

子育てのしやすいまち  

地域で支え合うまち  

安心・安全なまち  

⼀般会計予算総額 

186億4千万円 

総合計画事業 

（予算額 658万4千円） 

包括的⽀援事業（地域包括ケア） 

（予算額 3,888万8千円） 

市が洞小学校区共生ステーション整備 

（予算額 1億2,000万円） 
 

まちづくり事業交付⾦ 

（予算額 801万6千円） 
 

健康づくり計画推進事業 
       （健康マイレージ） 

（予算額 287万8千円） 
 

地域スマイルポイント事業 

（予算額 526万2千円） 

妊婦医療機関健診委託 

（予算額 7,254万9千円） 
 

子育てコンシェルジュ設置事業 

（予算額 190万円） 
 

子ども子育て⽀援給付事業 
          （小規模保育） 

（予算額 5,550万4千円） 

 近年の⼈⼝の急増とともに、消防署の救急出動件数が増加しています。救命率の向

上を図るため、最新の救急資機材を購入するほか、火災に備えて水槽付消防ポンプ自

動⾞の買い換えを図ります。また、南海トラフ地震を始めとした⼤規模災害に備

え、地域における防災体制の強化を図るため、地域防災⼒

の中核を担う消防団にデジタル無線を導入し、災害・被害

情報を正確かつ迅速に伝達、受信するとともに、消防団員

の安全を確保し、迅速で的確な災害救助活動を⾏える環境

づくりを進めていきます。 

水槽付消防ポンプ自動⾞購入 

（予算額 5,316万円） 
 

消防団活性化事業（デジタル無線） 

（予算額 510万3千円） 


